
最優
秀賞

ラ
ン
ナ
ー
ズ
プ
レ
イ
ス城

山
公
園

■道路の占用とは？
　道路上（上空含む）に看板や日よけ、照
明器具、足場などを設置し、継続して道路
を使用することをいいます。道路を占用す
るにはその道路の管理者（市道の場合は松
山市）の許可を受け、面積や設置期間に応
じた占用料を支払う必要があります。
■安全・安心な道路空間を
　市内には許可基準に適合しないものや、無許可で道路上に設置してあ
るもの、本来道路にはみ出してはいけないもの（陳列商品・のぼり・置
き看板・庭木など）があります。これらは通行上の支障となるとともに
事故の原因となり、責任を問われることがあります。
　本市では市民の皆さんが、安全・安心に通行できる道路空間の確保を
目指し、道路占用物の適正化を推進しています。
●許可を受けていない物件は速やかに手続きを
●道路上にはみ出してはいけないものは敷地内に置くか撤去を
道路管理課 948-6975・ 934-1805

　市
の
長
期
的
水
需
給
計
画
検

証
の
た
め
、
有
識
者
な
ど
か
ら

幅
広
く
意
見
を
聴
き
、
新
た
な

計
画
の
参
考
と
す
る
た
め
に
設

置
し
た
市
水
資
源
対
策
検
討
委

員
会
の
第
２
回
会
合
が
１
月
７

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　会
で
は
ま
ず
市
の
担
当
者
が

水
需
要
予
測
に
つ
い
て
「
算
出

す
る
際
の
人
口
は
『
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
（
案
）』
の
数
値
を
採

用
す
る
」「
家
庭
用
水
量
は
昨

年
実
施
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

分
析
結
果
を
踏
ま
え
、
世
帯
人

員
な
ど
が
水
需
要
に
与
え
る
影

響
を
考
慮
す
る
」
こ
と
な
ど
を

説
明
。
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら

は
「
現
行
の
計
画
値
と
実
績
値

の
差
異
に
つ
い
て
の
検
証
が
必

要
」「
将
来
人
口
の
予
測
値
を

採
用
し
た
理
由
の
説
明
を
」「
需

要
予
測
に
関
し
、
実
績
の
推
移

を
予
測
に
反
映
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
」
な
ど
の
質
問
・

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　検
証
結
果
は
今
年
の
夏
ご
ろ

に
公
表
す
る
予
定
で
す
。

水
資
源
対
策
課

948
６
９
４ 

７
・

934
１
８
８
６

　学
生
の
若
い
活
力
や
柔
軟
な

発
想
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
そ

う
と
募
集
し
た
「
第
17
回
学
生

に
よ
る
政
策
論
文
」
の
入
賞
者

表
彰
式
が
１
月
15
日
、
坂
の
上

の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　政
策
論
文
は
県
内
外
の
学
生

か
ら
21
件
の
応
募
が
あ
り
、
最

優
秀
賞
に
越
智
規
行
さ
ん
、
荒

谷
美
佑
さ
ん
、
今
泉
友
宏
さ

ん
、
髙
橋
健
太
朗
さ
ん
、
能
田

晃
佑
さ
ん
、山
本 

遥
さ
ん
（
い

ず
れ
も
松
山
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ

ジ
２
年
）
が
提
案
し
た
、
城
山

公
園
活
性
化
を
テ
ー
マ
に
し
た

『
ラ
ン
ナ
ー
ズ
プ
レ
イ
ス
城
山

公
園
』
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　講
評
で
野
志
市
長
は
「
市
民

の
健
康
増
進
に
つ
な
が
る
ア
イ

デ
ア
な
の
で
、
制
限
が
あ
る
中

で
も
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

 

優
秀
賞 

『
松
山
の
学
生
と
児
童
養
護
施

設
を
つ
な
げ
よ
う
』

川
澤
太
智
、
梶
谷
太
希
、
高
橋

柚
貴
（
い
ず
れ
も
松
山
大
３
回

生
）

 

佳

　作 

『
ま
つ
や
ま
学
生
情
報
局
!!
〜

学
生
が
伝
え
る
松
山
市
の
魅
力

〜
』

青
木
志
帆
、
安
井
祐
希
（
い
ず

れ
も
愛
媛
大
３
回
生
）

 

ア
イ
デ
ア
賞 

『
景
観
を
学
生
が
作
る
、
ラ
ッ

ピ
ン
グ
電
車
へ
の
取
り
組
み
』

渡
部
亜
希
実（
松
山
大
３
回
生
）

企
画
戦
略
課

948
６
２
１ 

３
・

934
１
８
０
４

　地
域
に
よ
る
学
校
支
援
活
動

で
特
に
優
れ
た
取
り
組
み
と
し

て
、放
課
後
子
ど
も
教
室
の「
味

生
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
教
室
」
が

平
成
27
年
12
月
３
日
、
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　放
課
後
子
ど
も
教
室
は
小
学

校
の
余
裕
教
室
な
ど
を
利
用
し

て
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
活

動
場
所
を
確
保
し
、
地
域
住
民

と
の
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を

通
じ
て
学
習
習
慣
の
定
着
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向

上
な
ど
を
図
る
取
り
組
み
で
す
。

　味
生
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
教
室

は
「
た
く
ま
し
く
思
い
や
り
の

あ
る
子
を
育
て
よ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
連
携
し
て
、
算
数
、
国
語
教

室
や
卓
球
、
書
道
、
囲
碁
教
室
、

サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

地
域
学
習
振
興
課

948
６ 

８
１
３
・

934
１
７
４
５

【
概
要
】
城
山
公
園
を

活
用
し
て
ラ
ン
ナ
ー
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
施
設
整

備
を
行
い
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
や
ま
ち
歩
き
を
軸
と

し
た
観
光
産
業
の
創
出

や
健
康
増
進
な
ど
を
図

る
た
め
の
活
動
拠
点
と

す
る
。

【
受
賞
の
声
】
今
回
の

提
案
は
２
０
１
７
年
に

愛
媛
国
体
を
控
え
る
松

山
市
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を

主
体
と
し
た
提
案
は
で
き
な

い
か
と
い
う
構
想
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
を
い

た
だ
き
、
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
今
回
の
受
賞
を
今
後
の

糧
と
し
て
生
か
し
て
い
き
た

い
で
す
。
ま
た
提
案
に
対
す

る
前
向
き
な
講
評
を
い
た
だ

き
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

展
開
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

長
期
的
水
需
給
計
画
を
検
証

第
２
回 

水
資
源
対
策
検
討
委
員
会 

開
催

第17回

学
生
に
よ
る
政
策
論
文

　表
彰
式

「
味
生
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
教
室
」
が

文
科
大
臣
表
彰
を
受
賞

道路の占用は許可の手続きを！！

　今
回
の
受
賞
は
、
こ
れ

ま
で
地
域
の
皆
さ
ん
と
共

に
勉
強
し
、
活
動
し
て
き

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
み
ん
な
で
切
磋
琢
磨

し
、
地
域
力
の
向
上
に
つ

な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

味生子どもふれあい
教室実行委員会 会長
井原　清彦さん

今
後
も
地
域
力
の
向
上
を

　限
ら
れ
た
時
間
で
し
た

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や

提
案
を
直
接
伝
え
ら
れ
る

と
て
も
貴
重
な
時
間
で
し

た
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば

ぜ
ひ
参
加
し
た
い
で
す
。

聖カタリナ大３回生
山内　拓海さん

意
見
を
直
接
伝
え
ら
れ
た

　聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
お
よ
び
聖
カ
タ
リ
ナ
短
期
大
学
の

学
生
32
人
が
参
加
し
、「
学
生
の
視
点
で
松
山
市
を
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
１
月
15
日
、
世
代
別
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　学
生
か
ら
は
子
育
て
や
福
祉
の
ほ
か
、
防
犯
灯
の
設

置
や
災
害
対
策
な
ど
の
意
見
や
要
望
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　野
志
市
長
は「
幼
稚
園
・
保
育
園
の
園
庭
芝
生
化
」「
福

祉
総
合
窓
口
の
設
置
」
や
、

消
防
団
員
や
防
災
士
を
増
や

し
災
害
に
備
え
る
取
り
組
み

な
ど
を
紹
介
し
、「
学
生
な

ら
で
は
の
視
点
か
ら
貴
重
な

意
見
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

皆
さ
ん
の
意
見
を
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
反
映
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

■
意
見
・
要
望

●
留
学
生
が
松
山
の
名
物
な

ど
を
海
外
向
け
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど

で
発
信
し
て
は
ど
う
か

■
感
想

●
自
分
も
地
域
づ
く
り
に
参
加

し
て
い
る
と
い
う
実
感
が
持
て

た●
学
生
だ
か
ら
こ
そ
発
見
で
き

る
こ
と
が
あ
る
と
思
う

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
課

948
６
３
３
３
・

934
２
３
３
６

入賞者の皆さん

会合の様子

ラ
ン
ナ
ー
の
た
め
の
新
た
な
拠
点
に

プレゼンテーションの様子

「
学
生
の
視
点
で
松
山
市
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
開
催

そ
の
他
の
入
賞
者
（
敬
称
略
）
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